10 


15 


20 


さむ まい あき め き あ た た ぶ と ん な か ぬ te 
寒く な っ て きた 。 毎朝 目 が 覚め て も 、 暖 か い 布団 の 中 か ら な か な か 抜け 出せ な 
と し ふゆ 


い 季 節 で ある 。 今年 も 冬 が や っ て きた 。 私 は 冬 が 好き だ 。 寒い の は 嫌い だ けど 、 自 
い 息 や 、 も こも この 靴下 、 そ し て 何より も 、 科 の 空 が 好き だ 。 特 に 、 夜 の 星空 が 。 
私 の 散 卿 は 、 長野 県 茅野 市 と いう 自然 豊か な 所 で ある 。 人 ヶ 語 の 測 々 に 義 ま 


か ぎ 


オ 田んぼ や 畑 が 見 湊 す 限り 広がっ て いる 。 トト ロロ, に 出 て き そ 9 な 大 自然 な の 
だ 。 そ ん な 私 の 政 郷 に は 、 と て も 自慢 で きる 素敵 な も の が 、 一 つ あ る 。 そ れ が 身 
の 夜空 な の だ 。 知 ん だ 冠 気 が ま らき らし て 、 どこ まで も 続く 真っ 暗 な 空 に 、 無 数 の 
量 が 盟 いて いる 。 涙 が 出 そ う に な る くら い 、 素敵 な 夜空 で ある 。 
うこ うし ん が く きい 1 ピ ほし ぞ ら ね ん すう か い き きょう 
校 進学 の 際 に 上 京 し た 私 は 、 そ ん な 星空 を 見 られ る こと は 年 に 数 回 、 帰郷 
し た 時 の み に な っ て いる 。 東 京 の 夜 は 告 の ネオ ン や ビル や マン ショ ン か ら 泡 れる 条 
り で いっ ぱい だ 。 東京 の 華やか な 夜景 も 大 好き だ が 、 私 は や っ ぱり 長野 の 星空 に 
敵 う 夜景 は な いな 、 と 感じ る 。 

3 と うき ょ う き きん ど め ふゆ ゅ も むか _ こ ミ ちろ と うき ょ う 
そし て 今年 、 東 京 に 来 て 三 度 目 の 冬 を 迎え た 。 す る と 、 心 な し か 、 少 し 東京 の 


夜空 に 量 が 増え て きた よう に 感じ た 。 何故 だ ろう 。 符 え は 「 衛 電 」 だ っ た 。 今年 の 3 
了 > 日 本 中 で 節電 の 意識 が 高まり 、 夜 の 広告 灯 な 
ひかり は な くら 


3 を 放つ も の が 減っ て いる の だ 。 そ の お か げ で 、 少し だ け 東 京 の 街 は 暗く 、 
ほし ぞ ら 


そ し て 量 空 は 明 る な っ た 。 
わた う ひと か ん ど うつ く ほし ぞ ら み 
私 は 思う 。 き っ と 、 日 本 中 の た くさ ん の 人 が 、 感動 する くら い 美 し い 星空 を 見 


な ん ど ほし ぞ ら み 式 3 か た ち 
た ら 、 何 度 も また 、 星空 を 見 た く な る だ ろう と 。 今 今回 、 その 一 = 歩 が 節電 と いう 形 


まち 


すこ ヒ っ げん ほし ぞ ら なみ 
で ほん の 少し 、 実現 し た 。 も し 、 星空 を 見 た いと いう 人 が た く さん 増え た ら 、 街 の 
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1 明か り は 少し ずつ 消え て いく の で は な い だ ろ うか 。 そ し て それ は 節電 に も つなが 
4 よう ~ っ た り すご せつ で ん 著 

り 、 無 験 な 消費 も 減る 。 私 た ちの 一 人 ひと り の ほん の 少し の 節電 、 ス イッ チ を 切 

る 、 と いう だ け で 、 念 いる 私 た ちの 量 完 も 、 そ し て 未来 の 子ども た ちの 星空 も 、 


ほし ぞ ら 


ま も mn し わた し ひと り お お ひと す て き 
守る こと が で きる の で は な い だ ろ うか 。 私 は 一 人 で も 多く の 人 に 、 素敵 な 星空 を 


5 見 て 、 そ れ を 感じ て も らい た いな と 思っ て いる 。 


(横内 晴香 読売 新聞 主催 2011「 地 球 に や さ し い 作文 * 活 動 報告 コン テス ト 」 優秀 賞 受賞 作 に より 改 ) 
に みや ざき は や お し きく ひん 
( 注 ) ト トロ , 宮崎 験 氏 に よる 作品 『 と な り の トト ロ 』 の こと 


生 


汐 字 (人 名 天 音 ) 声 週 


週 文 (中 文 ) 


星空 (ほし ぞ ら )⑩⑥③ 


星空 


目 が 覚め る ( め が さ め る ) 


醒 来 : 党 醒 , 醒 恒 


抜け 出す (ぬけ だ す )③ 
us だ MD 


[自動 1] 


出来 , 溜 出 撰 脱 


[ 副 ・ 自 動 3] 


| 靴下 (くつ し た )⑨④ 


[名 ] 


| 厚 厚 的 , 毛 昔 昔 的 
| 伯 子 


何より (な に より )①⑩⑥ 


[名 ・ 副 ] 


| 最 ; 比 仕 久 ( 都 好 ) 


長野 県 (な が の けん )④ 


[名 ( 専 )] 


長野 共 ( 地 名 ) 


茅野 市 (ちの し )⑩ 


[名 ( 専 )] 


茅野 市 (地名 ) 


八ヶ岳 (や つが た け )⑩ 


[名 ( 専 )] 


八 岳 ( 位 手 藤野 具 和 山梨 共 之 同 
的 火山 群 ) 


山々 (や まや ま )⑨②⑨⑩ 


] 
[名 ・ 副 ] 


群 山 ; 祖 多 


囲む (か こむ )⑩ 


[ 他 動 1] 


国 , 還 侍 : 包 国 


田んぼ (た ん ぼ )⑩ 


[名 」 


水田 , 田 地 


畑 ( は た け )⑩ 


[名 ] 


早田 , 田 地 』 赤 並 領域 


見 渡す (みわ た す )⑩③ 


[ 他 動 1」 


放 眼 望 去 , 瞭 望 


素敵 (すてき )⑩ 


[ ナ 形 ] 


漂 亮 的 : 概 好 的 , 多 妙 的 


きら きら ① 


[ 副 ・ 自 動 3] 


「 知 内, 縺 眼 


どこ まで も ① 


[ 副 」 


到 路 里 都 , 元 辺 元 了 始 笑 , 区 決 


OO OO 


反 字 ( 候 名 浪 音 ) 声 油 


周 双 (中文) 


( 妹 表 ) 


真っ 暗 ( ま っ くら )③ 


黒 暗 , 漆 黒 


無数 (むす う )⑨@①⑩ 


元 数 的 , 数 不 清 的 


瞬 く (また た く )③ 


囚 炊 ; 剛 眼 


涙 ( な み だ )① 


眼 消 


進学 (し ん が く )⑩ 


電 学 


上 京 ( じ ょ うき ょ う )⑩ 


去 灰 京 , 到 首都 


帰 卿 (きき ょ う )⑨⑩ 


回 老 家 , 探 奈 


ネオ ン ① 


寛 虹 灯 


マジ ジョ ジ ゆ ⑪ 


高 銀 公 寅 


漏れ る (も れる )② 


漏 : 漏 出 : 浴 露 : 選 洛 


灯り (あか り )⑩ 


館 光 : 灯 


敵 う (か な う )② 


赴 得 上 , 比 得 辻 


心 な し か (ここ ろ な し か )⑥④⑨ 


志 導 基 心理 作用 


節電 (せつ で ん )⑩ 


芝 申 , 省 申 


美しい (うつ くし い )④⑭⑳ 


美 面 的 . 好 看 的 , 漂 亮 的 ; 美 好 的 


ほん の ①⑰ 


仏 伝 ’ 一 点 旭 


実現 ( じ つ げ ん )⑩ 


[名 ・ 自 他 動 3] 


医 現 


無駄 (な だ )⑩ 


[名 ・ ナ 形 ] 


徒 芳 的 , 元 用 的 浪費 的 


消費 (し ょ う ひ )⑥① 


[名 ・ 他 動 3] 


消費 耗 費 


スイ ッ チ ⑨⑳① 


[名 ・ 他 動 3] 


井 共 ヵ 和 寺 換 切換 


守る (まもる )② 


合 ) 旬 型 ・ 滞 法 


1. 一 限り 


[ 他 動 1] 


保 拓 , 守 遵守 


“名 十 の / 動 基本 形 / 動 可能 形 十 限り ” 表 示 送 到 最 高 限度 , 到 送 概 限 , 意 思 是 “ 尽 量 ”、* 瘍 
尽 ……”。 送 衝 用 法 多 出現 在 慣用 午 中 , 如 " カ の 限り ( 敵 尽 全力 )”、“ 声 の 限り ( 声 嘱 力 瘍 )、 
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“で きる 限り ( 力 所 能 及 )”、* 見 渡す 限り (視野 所 及 )" 等 。 
へ 昨日 の 試合 で わが チー ム は 力 の 限り 戦 っ た 。 ( 在 昨 天 的 比 中 , 我 英 旭 尽 全力 排 


皇 了 。) 

人 これ か ら も 被災 地 の 人 々 に で きる 限り の 支援 を 続け た い 。 ( 今 后 我 也 想 狂 倍 尽 我 
所 能 支 援 受容 地区 的 群 父 。) 

“< 限り ” 前 面接 表示 時 同 的 名 記 , 表 示 伯 限 考 菊 時 周 , 意 思 是 “ 伺 限 ……”、“ 就 在 ……"。 


人 転校 す を こと に な っ て 、 ク ラス の みん な と は 今日 限り で お 別れ だ 。 ( 因 力 要 秩 校 , 
所 以 今 天 就 要 昌 班 上 的 各位 同学 告別 了 。) 

へ 過 前 の 雑貨 財 は 今日 か ら 三 目 限り で セー ル を 行 っ て いる 。 ( 証 品 前 的 奈 貸 店 以 信 
天 弄 始 輝 行 時 三 天 的 限 時 特 表 。) 

* 動 基本 形 / 動 て いる 形 / 動 た 形 十 限 り ” 録 常 接 在 "見 る "聞く" 調べる” 等 勃 週 后 面 
表示 根 掘 自己 的 所 見 所 聞 等 光 行 講 断 、 推 測 . 也 可以 用 “限り で / 限 り で は "的 形式 . 意 思 是 
“所 als で se 所 知 ?”、“ 据 ee sae 週 査 ”。 

人 わた し の 知っ て いる 限り 、 彼 は うそ を つく よう な 人 で は な い 。 ( 握 我 所 知 , 他 不 是 


ー 條 会 撤 流 的 人 。) ー 
人 電子 辞書 で 調べ た 限り で は 、 こ の 単語 に そん な 使い 方 は な い 。 ( 査 了 皿 子 辞典 . 送 
條 単 週 井 没 有 那 竹 的 用 法 。) 


2. 一 際 ( に ) 


“名 十 の / 動 筒 体形 十 際 (に )” 表 示 時 修 、 時 机 。 意 思 星 “…… 的 時 候 "。 助 語 “ に "可以 省 
略 。 有 時 也 可以 用 “て 際 は " 或 基 “ 際 に は "的 形式 。 相 比 “ て 時 ".“ て 際 ( に )” 的 表 状 更 妨 正 
式 , 生 野 生 硬 。 
人 お 降り の 際 に 、 お 忘れ 物 の な いよ う 、 お 気 を つけ くだ さい 。 ( 下 年 的 時 候 。 薄 注意 
不要 恋 走 随 身 携帯 的 物品 。) 


せん じ つ じ ょ うき ょ う さい た い へ ん せ わ まや >、 デュ っ ーー 
人 先日 上 京 の 際 に は 、 大 変 お 世話 に な り ま し た 。 (前 夢 日 子 我 来 灰 京 的 時 候 . 真 是 
承 蒙 候 照 原 了 。) 


か で 


人 引っ 越し が 決ま っ た の で 、 こ の 際 、 思 い 切 っ て 吉 い 家具 を 処分 し た 。 ( 巳 録 秦 定 要 
搬 家 了 . 守 性 趣 送 休 机 会 把 旧 家具 鈴 姓 理 了 。) 


3. ~ の み 
"名 十 の み " 表 示 限 定 , 用 考 志 面 表 近 , 意 思 呈 “内 ……"、* 仮 有 ……"。 


人 の 
さい し ゅ う が く れき き に ゅ う 


人 こち ら の 欄 に は 最 終 学歴 の み 記 入 し て くだ さい 。 ( 博 在 送 一 税 伝 填 人 翻 前 最高 
学 毛 。) 

へ 本 日 は 、 整理 券 を お 持ち の 方 の み 入 場 可能 で す 。( 今 天 只 有 持 舌 号 牌 的 原 客 
オ 能 人 協 。) 

“ 動 基本 形 十 の み だ " 表 示 在 前 面 的 条件 下 , 只 有 或 只 需 要 人 后 面 的 効 作 、 行 丸 , 意 思 

A 本 終 了 し た 。 あ と は 結果 発表 を 待つ の み だ 。 ( 比 穴 己 色 全部 侍 
了 , 現 在 就 等 公布 震 果 了 。) 

へ ここ まで 来る と 、 自 分 を 信じ る の み だ 。 〈 都 到 送 一 歩 了 , 只 有 相 倍 自 己 了 。) 


4. 一 お か げ で / お か げ だ 


“名 十 の / 動 た 形 十 お か げ で / お か げ だ "表示 由 手 某 竹原 因 , 促 成 了 好 的 策 果 , 意 思 呈 
“ 多 号 ……"”、“ 幸 号 ……”。 衝 名 型 多 表 示 得 到 他人 恩恵 , 帯 有 感 激 之 情 * お か げ さ まで "多用 
案 叶 拉 用 考 向 対 方 首 表 示 寺 方 釣 尊重 意思" 和 悠 的 福 "。 

人 先輩 の お か げ で 、 無 事 就職 が 決ま り ま し た 。 ( 多 号 耳 前 研 培 忙 , 我 順 利 提 到 了 

工作 。) 

人 みん な が 手伝っ て くれ た お か げ で 、 仕事 は 予定 より 早く 片付い た 。( 多 号 了 大 家 

名 忙 , 工 作 比 原 先 辻 区 完成 得 早 。) 

A A. お 元気 で すか 。 (息災 好 呈 ?) 

B, ええ 、 お か げ さ まで 元気 で す 。 ( 唱 , 拒 頒 的 福 , 擬 好 的 。) 

* こ お か げ で / お か げ だ " 有 時 也 用 王 反 竹 , 表 示 由 手前 項 的 原因 , 旦 致 了 某 竹 不 好 的 
錆 果 。 

人 箇 申 着 が 余計 な こと を 言っ て くれ た お か げ で 、 視 長 に 怒ら れ た 。(〈 就 因 妨 田中 多 

嘱 害 得 我 被 社 藤 沖 礎 了 。) 
A A: どう ? さっ き の 話 、 役に立っ て る ? ( 無 欄 ? 我 岡 オ 局 的 活 対 休 有 吉 助 喝 2 
B: ええ 、 お か げ さ まで 、 今 日 は 残業 で す よ 。( 是 叶 , 厨 休 所 葛 , 今 天 我 要 加 
寺町 。) 

遇 “ご お か げ で / お か げ だ "相対 記 ,“ 名 十 の / イ 形 箇 体形 / ナ 形 週 王 十 な / 動 科 体 形 十 せ 
いで / せ い だ " 表 示 由 考 某 竹 不 好 的 原因 , 晴 致 了 某 衝 様 的 希 果 出現 , 意 思 是 “ 都 怪 ……"、 
* 全 是 因 久 ……”、“ 昌 替 手 ……”, 帯 有 豆 各 避 毅 億 的 泊 気 。 

へ 年 の せい で 、 体力 が 落ち て きた 。 ( 由 二 年齢 的 半 系 体力 越 来 越 差 了 。) 

人 食欲 が な い の は 、 こ の 著 さ の せい だ ろう 。( 是 因 妨 太 執 了 , 所 以 没有 食欲 叫 。) 
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加 週 江 ・ 表 送 方 式 
1. そし て 何より も 、 受 の 空 が 好き だ 。 特に 、 夜 の 量 空 が 
“集まり ” 可 以 作 名 油 或 者 副 河 , 意 思 是 “ 比 件 名 都 ( 好 )”、“ 最 ( 好 )”。 常 用 手 寒 障 租 “お 元 
気 そ う で 何より で す ". 意 思 呈 "人 看 上 去 精神 不 徐 , 送 比 仕 都 好 "。 
* 街 より ” 的 后 面 可以 加 上 “も "表示 強 週 。* 何 より も 、 冬 の 空 が 好き だ ” 的 意思 是 “ 最 豆 
区 冬 天 的 天空"“ 特 に 、 夜 の 夜空 が ” 是 一 人 省略 的 名 子 , 省 略 了 句 子 的 滑 和 部分“ 好 きだ"。 


2. どこ まで も 続く 真っ 暗 な 空 


* ど こま で も " 是 副 週 , 意 思 呈 " 到 也 里 都 ”、* 元 辺 元 随 " 或 者 " 始 処 ”、*“ 堅 決 ” 等 どこ ま 
で も 続く 真っ 嗜 な 空 ” 的 意思 是 “ 元 限 延伸 的 漆黒 的 天幕 ”。 

へ どこ まで も 続く 砂漠 ( 元 限 延伸 的 沙漠 ) 

へ この 計画 に は どこ まで も 反対 だ 。 ( 我 臣 決 反対 送 不 汁 敬 。) 


3. 涙 が 出 そ う に な る くら い 、 素敵 な 夜空 で ある 


在 第 二 基 学 ゴイ “そうだ? 表示 棋 赤 意思 是 “ 看 起 来 ( 好 像 ……)”。“ 動 球形 十 そ うぅ 
に な る "表示 即 将 朋 生 某 事 , 面 且 是 競 活 人 的 意志 元 法 控 制 的 事情 意思 是 " 差 点 ルル ……”、 
< 陰 基 ……”。“ 涙 が 出 そ う に な る ” 的 意思 是 " 眼 消 差 点 ル ル 要 搾 出来 ”。 


人 大 に つま ずい て 、 転び そう に な っ た 。 ( 被 石 共 冬 了 ー 下 . 差 点 ルル 捧 了 一 区 。) 
人 ぴっ くり し て 手 に 持っ て いた コッ プ を 落と し そう に な っ た 。 (中 了 一 跳 , 差 点 把手 
里 太 的 杯 子 仏 捧 了 。) 


4. する と 


“する と ” 是 接 銭 過 , 常 用 表示 緊 接着 前 項 叙 迷 的 事情 , 妥 生 了 后 項 的 事情 , 一 般 用 手 
描 迷 赴 去 的 事情 , 因 此 所 在 的 名 子 一 般 用 辻 去 式 佳 句 。 
へ 自宅 に 電話 し た 。 す る と 、 知 ら な い 人 が 電話 に 出 た 。 ( 打 皿 活 回 家 , 告 果 是 不 阿 生 
的 人 接 昌 活 。) 
へ ドア を 開け た 。 する と 、 ネ コ が 飛び 出し て きた 。 ( 我 打 弄 帳 , 里 面 有 内 猫 距 了 
出来 。) 


OO OO 


。 こん か い 


5. 今回 、 そ の 一 歩 が 節電 と いう 形 で ほん の 少し 、 実現 し た 


“ほん の ” 是 傍 体 記 , 后 面接 名 同一 起 使用 , 意 思 是 “一 点 点 ”、“ 不 店”、* 伝 位 ”, 帯 有 党 虚 
的 消 気 , 常 接 “ 少 し “気持ち” 等 庁 " ほ ん の 十 名 ? 常 号 “" て だ け “ ン し レ しか こない” 等 表 送 方 式 
一 起 使 用 。“ ほ ん の 少し "的 意思 是 “一 点 点 ”、“ 少 折 ”。 
oo ae ( 送 只 是 一 点 点心 意 。) 
人 日 本 語 ょ ほん の 少し し か 話せ な い 。 〈 只 会 濁点 点 日 造 。) 


ミス を 指摘 する 


過 、。 nit 
"て ー-) 
ブ 


, 課長 、 お は よう ご ざい ます 。 | 
長 , お は よう 。 王 さ ん 、 夕べ 、 疹 付 フ ァイル で 送っ て も ら っ た 資 将 の こと な | 

ん だ けど 。 | 
王 小 華 , は 、 は い 、 何 か 間 違い が あっ た ん で し ょ うか 。 | 
料 課長 うん 、 至急 直さ な いと いけ な いと ころ が ある か ら 、 すぐ 会 議 室 に 来 て 。 | 
王 小 華 , は い 、 すみ ませ ん 。 | 


| 箇 料 課 信 、 こ ちら が 主 さ ん が 作成 し た 前 期 
の 売上 げ 数 字 の 統計 表 で し ょ 。 
よく 見 て 、3 月 の 数 字 が 変 だ と 

思わ な い ? 7 

王 小 華 , は あ …。 内 

沖 村 課長 , この 統計 で は 3 月 の 発 上 げ が 1 月 
と 2 月 に 比べ て 落ち て いる が 、 

そう な る は ず が な いで し ょ 。 3 月 


お お うり あ 
は イベ ント も 多かっ た し 、 売上 


ES RS 
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げ が 伸び る 時 期 だ か ら ね 。 つ まり 、 王 さん の 統計 に 開 題 が ある っ て こ 
と 。 調べ て みた ら 、 ネ ッ ト 通 販 の 売上 げ が 加算 され て いな か っ た よ 。 気 
付か な か っ た ? 

* た い へ ん も う むけ いち ど 

, そう で すね ! 大 変 申し 訳 あ り ま せん 。 一 度 チ ェ ッ ク を し まし た が 、 こ の 
ミス に は 気付 きま せん で し た 。 


ちゅ う い 


う すう じ に ゅ うり ょ < と うけ い と < は ら = ん ご M 
: 数 字 の 入 力 と 統計 に は 特に 注意 を 払わ な いと 。 今後 、 こ の よう な ミス 


が な いよ うに 。 

ほん と う も う わけ さっ そく し りょう つく な お い 
。 は い 、 本 当 に 申し 訳 あ り ま せん で し た 。 早速 、 次 料 を 作り 赴 し ます 。 以 
後 、 二 度 と 同じ よう な ミス を し な いよ う 、 気 を つけ ます 。 
。 うん 。 頼む よ 。 


反 字 ( 優 名 潤 音 ) 声 財 周 性 週 叉 (中 文 ) 
翌朝 (よく あさ )⑩ [名 ] 第 二天 早 上 , 次 日 早 情 
添付 ファ イル (て ん ぷ ぶ フ ァイル )④ | [名 ] 附 件 
間違い (まち が い )③ [名 ] 紗 湯 , 辻 筐 
表 ( ひ ょ う )@ | [ 品 ] 表 , 表 格 較 表 
変 (へ ん )① [名 ・ ナ 形 ] 事件 事変 , 奇 怪 . 古 怪 , 昇 常 
比べ る (くら べ る )⑨ [ 他 動 2] 比較 対比 
下降 , 下 喘 : 落下 , 降 落 : 落 后 : 
落 逃 
| 誠 胡 伸長 角屋 (W 希 等 ) 増 
加 , 増 挟 . 受 展 
加算 (か さん )⑥① [名 ・ 他 動 3] 合 辻 , 加 在 一 起算 , 加 法 
入力 (に ゅ うり ょ く )⑩⑥① [名 ・ 他 動 3] 輸入 


落ち る (お ちる )② [自動 2] 


伸び る (の びる )③② [自動 2] 


OO OG 


( 祭 表 ) 


汐 字 ( 優 名 境 音 ) 声 週 i 週 文 (中文) 
注意 を 払う (ちゅ うい を は ら う ) 注意 , 劉 心 


以後 ( い ご )① 之 后 : 以 后 
二度と (に ど と )⑨ 再 也 ( 不 ), 再 也 ( 没 有 ) 


仙 自 法 ・ 表 送 方 式 


1. つま り 、 王 さん の 統計 に 開 題 が ある っ て こと 


ンコ り oN と ” り 的 意思 是 “ 也 就 是 遂 a a と ?” 是 “~ と いう = と だ "的 
造形 式 。 


2. この ミス に は 気付 きま せん で し た 
送 句 活 前 意思 是 “ 和 没 受 現 送 不 矯 己 ”。“~ に 気付 く ” 的 意思 是 “ 意 汎 到 ……”、“ 察 党 


人 田中 さん が その 間違い に 気付 いた 。( 是 田中 有 現 了 那 借 己 。) 


3. 注意 を 払わ な いと 
送 句 活 是 " 注 意 を 払わ な いと いけ な い ” 在 口 折 中 的 省略 形式 。* 往 意 を 払う "的 意思 
是 “ 注 意 ^、“ 劉 心 へ “払う” 主要 有 以 下 三 衝 用 法 : 
p 表示 “ 支 付 ”。 
人 お 金 を 払う 。 ( 付 機 。) 
p 表示 “除去 ”、“ 去 除 ”、“ 張 赴 "。 
へ ほこ り を 払う 。 ( 去 除 放 本 。) 
AA いっ ぱい 飲ん で 寒さ を 払 う 。 ( 喝 一 杯 酒 歌 寒 。) 
» 表示 “ 付 出 ”、“ 表 示 "、“ 傾 注 "等 。 
人 敬意 を 払う 。 (表示 敬意 。) 
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4. 二度と 同じ よう な ミス を し な いよ う 、 気 を つけ ます 


“二度と こない "表示 * 再 也 不 ……"。 
へ 二度と あな た に 会 いた く な い 。 ( 再 也 不 想 見 到 休 。) 
へ 二度と こん な バカ な こと を する な 。 (不要 再 叙 和 送 及 優 的 事 。) 


J 筐 コ 
1. 写 出 下 列 況 字 的 培 音 
[ 例 ] 靴下 [くつ し た ] 


(1) 星空 [ 」 ⑫) 囲 む [ 」 
⑬③ 畑 [ ] (④) 見 渡す [ ] 
(5) 真っ 暗 [ 」 (6) 有 瞬く [ 」 
⑦) 涙 [ ] (⑧) 漏 れる [ ] 
(9) 美 し い [ ] (10) 守 る [ ] 


2. 根 据 束 文 内 容 , 在 括 号 内 填 入 哲 当 的 内 容 。 
こう こう し ん が く わた し ほし ぞ ら な ね ん 
高校 進学 ( )〈 )( ) 上 上 哀 し た 私 は 、 そ ん な 星空 を 見 られ る こと は 年 
(  ) 数 回 、 帰 卿 し た 時 ( )(  ) に な っ て いる 。 東 京 の 夜 は 街 の ネオ ン や ビル や 
マン ショ ン か ら 漏 れる 灯り で ( )( )( )(  ) だ 。 東 京 の 華やか な 夜景 も 大 好 
きだ が 、 私 は や っ ぱり 長野 の 星空 に ( )( 夜景 は な いな 、 と 感じ る 。 


> 位 例 名 , 完 成 改 号 名 子 。 
[ 例 1] 田んぼ や 畑 が (見 洪 す ) 広 に が っ て いる = 

田んぼ や 畑 が 見 流す 眼 り / 応 が っ て いる 。 
1) 昨 日 の 試合 で は 、 み ん な ( 力 の ) 戦 っ た 
(2) こ れ か ら も 被災 地 の 人 々 に (で きる ) の 支援 を 続け た い 
3) 転校 する こと に な っ て 、 ク ラス の みん な と は (今日 ) で お 別れ だ 
(④ 駅 前 の 雑貨 屋 は 今日 か ら ( 三 目 ) モ セー ル を 行 っ て いる 
5) わた し の (知っ て いる )、 彼 は うそ を つく よう な 人 で は な い 
(6) 辞書 で 調べ た )、 こ の 単語 に そん な 使い 方 は な い 


ん ヒ つ じょう きょう 


[ 例 2] 先日 (上 京 ハ 大 変 お 世話 に な り ま し た っ 


OO OS 


せん じ つ じ ょ うき 


先日 上 京 の 際 に は 、 大 変 お 世話 に な り ま し た 。 

(お 降り り に お 忘れ 物 の な いよ 9 お 気 を つけ く だ さい 
せん じ つ お お さか し ゅ っ ちょ う い だ い が く お ん し た 

(②) 先 日 大 阪 へ 出 張 に (行っ た )、 大 学 の 恩師 を 訪ね た 

(面接 ) よく 応募 の 理由 を 開か れる 

(の (海外 旅行 へ 1 電子 療 午 が と て も 役に立つ 


じ ぜん 


(5)( ご 来店 )、 事前 に ご 予約 を お 願い いた し ます 


る だ だき 
て くだ さい 。 


[ 例 3] こち ら の 欄 に ( 最 を 学 選 大 し 
さい し ゅ う 


$A 


さい 


(① 展 示 会 の < 最終 
ん し き 。 し ん ぞ く お こ な 
(⑫) 田 中 さん の 結婚 式 は (親族 ) で 行 われ た 


(3) 本 日 は 、 音源 を (お 持ち の 方)。 場 可能 で す 


ふん な いえ つら ん 
(わこ ちら は 新 し い 雑誌 な の で 、 (館内 閲覧 ) で す 。 


っ ぴょ う 


5) 試験 が 終わ っ て 、 あ と は 合格 発 表 を (待つ ) だ 


ご 
Nr 


[ 例 4] ( 先 奄 ) 無 事 茂 職 が 決ま り ま し た つ 
ぶ じ し ゅ うし ょ く 


先輩 の お か げ で 、 無事 蔵 職 が 決ま り まし た 。 

(DD みん な が (手伝っ て くれ た )、 仕事 は 予定 より 早く 終わ っ た 
(2 先生 の (ご 指導 無事 合格 で きま し た 

3) 鈴木 さん )、 楽し い 旅行 が で きた 

(④ 家 族 が ( 支 を て くれ た )、 こ こま で 頑張 っ て こ られ た 

5) 田 申 若 が 余計 な こと を (言っ て くれ た )、 社長 に 怒ら れ た 


Lr 


ちゅ う し は 


[ 例 5] これ か ら 数 字 の 統計 に は 特に 注意 を 払う に 
これ か ら 数 字 の 統計 に は 特に 注意 を 払 わな いと 。 


は ん ば ぱい けい やく ぶ ちょ う そう 


(CD 販売 契約 の 件 ! に つい て 、 部 長 と 相談 する 
(2) 相 見 積 り を 取っ て 、 総合 的 に 判断 する 


(3 販促 会 議 の 次 料 は 明 H の 午前 串 に 提 貞 する 
み つも り し ょ 


(④ 今 日 中 に 見 積 書 を 先方 に 届け る 


し りょう 


(5) ま と め た 資料 に 間違い が な いか 確認 する 


の [ 例 6] A, 皇 さ ん 、 タ ベ 、 添付 ファ イル で 送っ て も ら っ た 資料 の こと な ん だ けど 。 


B: は 、 は い 。 


し きゅう な 


A: うん 、 至急 牙 さ な いと 


DTE 


きのう お く 


汐 字 ( 優 名 天 音 ) 声 洞 


こう こく 


3) 昨日 送っ て くれ た 広告 の デザ イ ン / 変 更 し な いと 


いけ な いと ころ が ある か ら 、 す ぐ 会 議 室 に 
修正 し な けれ ば いけ な い 
(②) 昨 日 提 出 し た 企画 書 / い く つか 確認 し た い 


C 社 に 送る 見 積 書 / 友 名 1 


き か くし ょ 


週 性 
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何 か 間 違い が あっ た ん で レ ょ うか 。 


か い ぎ し つっ き 


いけ な い 


河 叉 (中 文 ) 


戦う (た た か う )⑩ 


[自動 1] 


作 哉 , 点 斗 , 斗 争 


支援 (し えん )⑨⑩ 


転校 (て ん こう )⑩⑥ 
思い 切っ て (お も いき っ て )④③⑨ 


[名 ・ 他 動 3] 


支援 , 需 助 


[名 ・ 自 動 3] 
[ 副 ] 


循 校 入 学 
下 決 心 * 大 胆 地 , 果 断 地 


処分 (し ょ ぶん )① 


[名 ・ 他 動 3] 


狂 理 外 分 


学歴 (が くれ き )⑩ 


[名 ] 


整理 券 ( せ いり けん )③ 


入場 (に ゅ うじ ょ う )⑩⑥ 


競技 (きょう ぎ )① 


ーー 
[名 ・ 自 動 3] 


[名 ] 


学 訪 


人 入 其 号 牌 


入 協 


[名 ・ 自 動 3] 


比 奏 


終了 (し ゅ うり ょ う )⑩ 


| [上 邊 他 動 3] 


了 , 欠 了 j 伺 完 , 筐 希 東 


無事 ( ぶ じ )⑩ 
片付く (か た づく )③ 


[名 ・ ナ 形 ] 


平安 , 順 利 健 康 


[自動 1] 


収拾 整 模 ; 邊 理 妥当 


余計 (よけい )⑩ 


| 


[ 副 ・ ナ 形 ] 


石 ( い し )② 


[名 ] 


つま ずく ⑩⑥③ 


[自動 1] 


石 共 
年 ; 中 途 受 挫 


砂漠 (さば く )⑨⑩ 


敬意 (けい い )① 
バカ ① 


[名 ] 
[名 ] 


沙漠 


散 意 , 尊 敬 的 心情 


[名 ・ ナ 形 ] 


委 邊 : 愚 奏 的 , 筆 的, 優 的 


応募 (お う ぼ )⑥ 


[る 自動 3] 


詞 募 , 詞 聴 ; 扱 名 参加 


親族 (し ん ぞ く )① 


[名 ] 


奈 属 


